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「不可能立体」とは，実際に作ることのできる立体でありながら，それを見た人に，「あり得ない姿

や振る舞いが見えてくる錯視を生じさせる」立体のことであり，杉原氏によって数多くの立体が創作

され続けている[1]．この不可能立体群は，一枚の線画と呼ばれる二次元画像から立体構造を復

元する手続きを，数学の問題として定式化して作られている．しかし，線画には奥行きの情報がない

ため，視点と線画の一つのペアの情報だけでは，復元する立体が一意に定まらず，何らかの追加情

報が必要となる．不可能立体の一種の「変身立体」は，鏡に映すと全く違った形に見える立体のこ

とであり，鏡を利用することでもう一つの視点を生み出し，その視点と線画のペアを追加情報として

用いることで，復元する立体の形を求めている[2]．本講演では，視点を生み出す新しい方法として，

光の屈折に注目し，その屈折を利用した変身立体の構築手続きについて紹介する． 

図１のように，視線𝑙に対して立体上の𝑖番目の点𝑅𝑖までの間に異なる媒質の境界面がある場合，

光は屈折し，水がない場合の視線𝑙′から見ている状況となる．つまり，視線方向𝑙から立体を見た場

合，水の有無によって，二つの視線方向を実現することができる．この着想のもと，二つの視線の関

係をスネルの法則で与えることで，立体の形状を計算することが可能となる． 

図２にこの方法で作った立体の例「ヨットの変貌」（作：花木優寿，友枝明保）を示す[3]．当日の

発表では，実際に水の有無によって形が変わって見える様子も動画で紹介する予定である．． 
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図 2．視線𝒍′と視線𝒍の位置関係 
図 1．「ヨットの変貌」（作：花木優寿，友枝明保） 

（左）視線𝑙で見た状況，（右）視線𝑙′で見た状況 
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